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＜病棟連絡事項＞
・患者様床頭台の鍵について、各受持ちにて評価し自己管理出来る方に関しては勧めていく様お願いします。
・転入時のチェックシート等について、すぐに使用できるようオリエンテーション用紙も含め転入時セットとして準備し、詰所テーブル下の棚に保管しています。

＜患者様連絡事項＞
・吉田　安男様～6/27(木)9：00～6/29(土)10：00帰院で外泊希望あり、申請中。
・船田　泰子様～他者に洗濯を頼む様子あり、業者洗濯への切り替えを検討中。

・柏崎　進也様～外泊より帰院。飲酒は無し。

・山本　久美子様～不穏時レボトミン30回分処方あり。
・中山　真由美様～下痢時ビオスリー、咽頭痛時オラドールトローチ20回分処方あり。

・宮　誠肯様～退院日について6/27　10：00、初外来は2週間後の7/11　10：00～退院指示・退院時処方依頼済み。訪問看護（五福）の導入はSWへ調整依頼中。
・西川　和恵様～初外来日7/16　10：00　→7/25　10：00～に変更、いちいち寮へは
　　　　　　　　連絡済。
・島脇　法依様～ケア会議を7/5　14：00～　内科診察室にて開催で決定。本人、父様、計画相談小渡氏、青山荘藤島氏、訪問看護五福、病棟、外来、PSWで開催予定。
＜要注目患者様ケース検討＞
・高柳　和子様～昨夜は消灯後に架電要求あり、説明にも理解不良で易怒性見られていた。不穏時薬促しにも拒否あり、ほぼ不眠で経過。日中も滅裂言動や奇異行為あるが不穏さや易怒性は無い。他室侵入等、他者トラブルにつながる行為もあるため、引き続き精神症状の観察とトラブルが無いよう介入が必要。
・飯田　修子様～情動不安定さ著明にあり、感情失禁や易怒性、迷惑行為、粗暴行為断続的に見られている。スタッフ介入へも易怒的で、都度継続指示にて対応。15：00頃には、特定男性患者に対しぬるま湯を衝動的にかける行為あり。引き続き精神症状観察し、トラブルないよう介入が必要。
・安達　貴浩様～特定女性患者よりぬるま湯を掛けられ一時的に不穏状態となっているが、頓服服用にて落ち着いている。私物購入に関して訴え頻回であり、自ら壊した時計の再購入について何度も訴えあり。引き続き精神症状観察し、トラブルない様介入が必要。
・藤井　孝蔵様～お盆や食器を、オーバーテーブルを床に投げ捨てる行為は持続しており、弄便行為も見られている。引き続き精神症状観察していく事とする。

・澤田　真理様～私物に関しての訴え頻回にあり、準夜帯ではAユニットスタッフ休憩室まで侵入する事あり、介入要している。また、連ら五妄想も見られている。引き続き精神症状観察し、トラブルないよう介入行っていく。
＜田名部Dr.診察情報＞

・岡沼 和久様～うつ状態やフラッシュバックは続いているとの事と、夜間は22時頃から2時頃まで入眠出来ているが中途覚醒があるとの事で眠剤の薬剤調整希望あり、不眠時薬を2時までの使用から3時までの使用許可とするとの事と、デュロキセチンが中止となり、イフェクサーSRカプセル(75)　1カプセル　1日1回　夕食後が追加となり他継続処方となる。また、外泊希望も聞かれており、御家族が問題無ければ外泊ＯＫとの事。また、奥様より主治医との面談希望があり　主治医へ日程確認行い7/3(水)15：30頃可能との事。奥様へ再度連絡していく事とした。
・吉田　安男様～不調不安感訴えなく、食事も摂取され夜間良眠出来ている事情報提供行っている。次回外泊の予定は未定との事で決まった際にスタッフへお伝え頂くこととし、外泊で問題無ければ退院の方向で日程調整していく事の説明を受けている。
・鈴木　達也様～朝食拒食し他1/4から全量摂取されている事、夜間良眠され精神症状安定している事、定期的に受け持ちスタッフと話し合いの場を設け今後ついて話しをしていく事となった事、6/26に面談予定である事を情報提供行っている。診察中も訴えなく主治医からの問いに頷くのみ。
・柏崎　進也様～在外泊中で問題ない事、夜間寝付けなかったり中途覚醒がある事を情報提供行い薬剤調整あり、エスゾピクロン(2)　1T　1日1回　寝る前が追加となり、他継続処方となる。
・藤井　孝蔵様～弄便行為やもの投げ頻回にある事、介入時は易怒性や不機嫌さない事、膿様の排尿続いている事を情報提供行っている。診察中は口調穏やかに返答される。薬剤調整あり、膿様尿に関してはセフジトレンピボキシル中止とし、明日(6/26)尿培養の指示となり、リスペリドンＯＤ(1)　1Ｔが追加、他継続処方となる。

・高柳　和子様～独語著明で、大声があったりトイレごもりがあったり架電要求があったりと他動傾向であり不穏時内服していただいた経緯があった事、夜間も中途覚醒あり、一度不眠時使用し入眠されている事、ロナセンテープを自身で剥がす行為がある事の情報提供を行う。診察時は、独語ありベッドサイドにしゃがみ込んでいるが、主治医からの問いには会話まとまらず多弁となっている。薬剤調整あり、ロナセンテープ中止、オランザピンOD(5)　1T　夕食後が追加となり他継続処方となる。
・木村　柚子様～帰宅願望なく不調訴えなく食事も摂取され夜間良眠されている事、7/8に青山荘体験の予定がある事を情報提供行っている。青山荘体験に関し「行きたくありません。他の施設じゃだめですか」との発言あり、主治医よりもう一度体験に行ってみて、それからまた検討しましょうと説明を受け、何とか了解される。変更なく継続処方となる。

・泉川　ケイ子様～日中不穏さ無く拒薬拒食なく経過されている事、夜間中途覚醒あり不眠傾向である事を情報提供行っている。診察時口調穏やかで、手足の痺れが時折あるとの言動聞かれている。薬剤調整あり、エチゾラム(0.5)　1T　1日1回　寝る前が追加となり他継続処方となる。
・田端　香織様～確認行為や飲水行為、流延続いている事、一時同室者がうるさいとの事で夜間不眠時服用し入眠された事、6/27に面談予定である事を情報提供行っている。流延続いている事もあり薬剤調整あり、オランザピン（10）→（5）に減量、他継続処方となる。また診察時、眼の痒みを訴えられAZ点眼処方あり。
・安達　貴浩様～買い物の伝票を貰えない事により易怒性があった事、粗暴行為や不穏さが目立っている事を情報提供行う。診察時は「レストランへ行きたい」との希望聞かれ主治医からは“レストランで大声をあげないよう”指導受けている。薬剤調整あり、フルメジン(1)2T→3Tへ増量となり、他変更なく継続処方となる。
・赤松　翔太様～低血糖症状や不安感訴えなく落ち着いて過ごされている事情報提供行う。外泊訓練を続け退院に向けすすめていく事とする。変更なく継続処方となる。

・小泉　裕子様～日中夜間共に水の神様に関する妄想言動や水を流しっぱなしにする行動頻回にある事、拒食が2回ある事を情報提供している。診察中も妄想言動聞かれ薬剤調整あり、ペロスピロン（8）6T→3Tに減量、クエチアピン錠（100）3T　1日3回　毎食後が追加となり、他継続処方となる。
・鈴木　知子様～表情冴えず悲観的言動や幻聴があるとの事、食事も拒食が2度程あった事、夜間は良眠出来ている事を情報提供行う。診察時も、「やる気がない。もうずっとここに居ようかな」との言動あり意欲低下もみられる為薬剤調整あり、フルメジン(1)6T→3Tに減量、シクレスト(5)1T　1日1回　夕食後が追加となり他継続処方となる。

また、シクレスト内服時、錠剤内服後に舌下で溶かして内服する様説明受けているが、スタッフからも内服の際説明お願いしますとの事。
＜皮膚科診察情報＞
・飯田　修子様～➀両足特変なし　一部爪を切る　同前処置⓶顔面に爪痕発赤3個（ベッドから落ちた）→経過観察。テルビナフィンクリーム1本処方あり。
・小田　沙也加様～同前処置。テルビナフィンクリーム1本処方あり。

・森　政博様～両足ほぼ治癒。両足～足趾間に発赤・落屑→足白癬→テルビナフィンクリーム1本処方あり。
・船田　泰子様～～6/18までレボフロキサシン内服継続し終了。両下腿腫脹硬化（発赤はなく熱感）現在は蜂窩織炎よりも循環障害による発赤だと考えられる。①左側趾　ゲンタマイシン軟膏+包帯②シロスタゾール（50）2T　2×朝夕食後　7日分　処方あり。
・駒木　洋士様～背部に1.5～2.0cmｎ隆起に創痕、瘢痕、散在。治癒痕と考えられる為経過観察となる。
・松川　順子様、武田　宜子様は処置変更無し。
